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ロード選手のみ：45%（Clarsen B, et al., 2010）
ロード，トラック選手など：30%

（Dahlquist M, et al., 2015） 

緒言

自転車トラック競技選手のみ 42%
（井上ら, 第11回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（JOSKAS2019））

自転車競技における慢性障害

腰痛 膝痛 頚部痛 etc.＞ ＞



緒言

後屈障害型腰痛
（後屈型）

（久野木, 2005）

前屈障害型腰痛
（前屈型）

腰痛 リハビリテーションに有用

自転車トラック競技？

性別による差？



本研究の目的

緒言

自転車トラック競技選手における

腰痛の前屈型と後屈型について

性差を含めて検討すること



対象 自転車トラック競技選手213名（男子182名，女子31名）

・競技レベル：アマチュアトップレベル
・基本属性 男子 女子

年齢 22.6±2.8歳 21.5±4.3歳
身長 173.1±6.0cm      158.6±6.1cm
体重 77.1±7.0kg        60.3±6.0kg

除外基準：腰椎分離症など腰痛に関連する整形外科疾患を既往に有する者

本研究は早稲田大学大学院倫理審査委員会（承認番号：2022-343）の承認を得た後，
全ての対象者に本研究の内容および測定データの使用目的について口頭ならびに文書を
用いて十分に説明し，書面による任意の同意を得てから実施された． 

方法



アンケートを用いて腰痛を調査

調査期間： 2023〜2024年

腰痛の定義

腰部あるいは骨盤周辺に生じた疼痛 

過去3ヶ月以内あるいは評価時点で数値評価尺度（NRS）が 3 以上あるもの

（Luchting B, et al., 2017, Miyamoto GC, et al., 2018）

方法



腰痛

方法

前屈型 後屈型 混合型

腰椎前屈で腰痛 腰椎後屈で腰痛 双方で腰痛

性差についてFisherの正確確率検定を用いて分析
有意水準は5%未満とした 



対象
n = 213

（男：女 = 182：31）

腰痛あり
n = 106

（男：女 = 97：9）
53%：29%

腰痛なし
n = 107

（男：女 = 85：22）
47%：71%

結果



結果
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考察

前屈障害型腰痛
（前屈型）

男子 ＞ 女子
55% 11%

椎間板や腰背筋群の筋筋膜性に起因することが多い
（久野木, 2005）

男子選手の特徴として，

Ø 自転車での重いギア比の使用

Ø 筋力トレーニングでの高重量使用
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考察

後屈障害型腰痛
（後屈型）

男子 ＜ 女子
26%            67%

椎間関節障害に起因することが多い
（久野木, 2005）

女子選手の特徴として，

Ø 腰椎の生理的前弯が大きい

Ø 体幹の固定性が低い

（井上ら, 日本臨床スポーツ医学会学術集会, 2018）
自転車トラック競技における
腰痛の予防やリハビリテーションに活用



考察

男子 女子



本研究の限界と課題

Ø 男女の対象者数に差異があった
→女子選手の対象者数を増やし，更なる検証が必要

Ø アンケート調査のため腰痛の分類について本人による判断
であること

Ø 前屈型や後屈型について，柔軟性や筋力などの身体特性を
含めて要因を検証する必要

Ø 介入効果の検証



Ø自転車トラック競技選手を対象に，腰痛を前屈型と
後屈型に分類し，性差を含めて検討した．

Ø前屈型では男子が多く，後屈型では女子が多いこと
が明らかとなり，トレーニングによる負荷や身体的
特徴が要因である可能性が示唆された．

結語


